
救急車を呼ぶ
呼びかけ
に応える

脱衣・保温※脱衣・保温※

水分自力
摂取可能

暖かい飲み物
糖分摂取

症状が
回復した

帰宅

医療機関
迷った場合は地域の
病院相談サービスへ

低体温症を疑う
（低温下に長時間いた、身体
がふるえる、強い疲労感、思
うように動けない）

※脱衣・保温
①暖かい場所に移動する
②濡れた衣服を脱がす

③乾いたタオルで身体を拭く
④毛布でくるむ
⑤アルミシートでくるむ

切断方法

注意！
身体がふるえて止まらない、思考力・判断力低下、立つことが
できない、表情が乏しいなどの症状がある場合
①手足のマッサージや身体を不用意に激しく動かしたりしない。
②体外からの急激な加温は避ける。
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低体温症を疑った場合の
応急手当
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